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例 H

1.本書は昭和63年度に島根県教育委員会が,国庫補助金を得て実施した風土記の丘地内遺跡第 6

次発掘調査の報告である。調査は将来に予想される開発にそなえて遺跡の保護対策をたてるため

の基礎資料を得る目的で実施した。

2.本年度は風上記の丘地内遺跡のうち,団原古墳 (松江市山代町団原266)お よび下黒田遺跡

(松江市大庭町44-2)の 発掘調査を行った。
3.調査組織は次のとおりである。

調査指導者 山本清 (島根県文化財保護審議会会長),池 田満雄 (同委員),渡辺貞幸 (島根大

学法文学部助赦授),蓮岡法障 (島根県文化財保護指導委員),松村恵司 (文化庁

記念物課文化財調査官)

事 務 局 内藤仁男 (文化課長),井原譲 (課長補佐),勝部昭 (同),野村純― (文化係長),
宮沢明久 (埋蔵文化財第一係長),松本岩雄 (同係文化財保護主事), 卜部吉博

(埋蔵文化財第二係長),日根裕美子 (嘱託)

調 査 員 西尾克己 (文化財録護主事),農谷芳雄 (主事),原田昭― (同 )
調査参加者 川見美智子,北垣澄子,柳浦正子,水野里江,三代俊子,角幸江,角 ミチエ,長

羅忠,梅原明枝,近重克幸,植松一枝,佐藤雄史,宮本正保

遺 物 整 理 福島紀子,安達 ttt久枝,野中洋子,竹谷美古登,山根由利子,瀬田明子

調 査 協 力 県立八雲立つ風土記の丘,松江市教育委員会,大庭公民館,長者原自治会,団原
自治会,大庭小学校,名古屋城管理事務所,石井悠,勝部衛,北19J孝夫,桑原真

治,昌子寛光,広江耕史,丹羽野裕,平野芳英

4.発掘調査に際しては,吉野増男,今井福三,角吉郎の各氏をはじめ地元の方々には終始多大な

協力を得た。

5。 国原古墳出上の石帯の石材鑑定は島根大学理学部大学院生西川和史氏に依頼し,下黒田遺跡出

上の石器および石材については岡山大学文学部助教授稲田孝司氏・島根大学教育学部教授三浦清

氏に助言をいただいた。

6.挿図中の矢印 (N)は,国土調査法による第Ⅲ座標系X軸の方向を指す。したがって磁北より

7° 12′ ,真北より0° 32′ 東の方向を示している。

7.本書の図版中,図版10は,松江市教育委員会の,ま た,挿図中,第18図は出雲考古学研究会の

提供によるものである。なお,本遺跡出土遺物および実測図,写真は島根県教育委員会で保管し

ている。

8。 本書の執筆・編集は宮沢明久,西尾克己,鳥谷芳雄,原田昭―が行い,文責は目次に表記した。

下黒田遺跡については,上記稲田孝司,三浦清,丹羽野裕,昌子寛光,勝部衛の各氏の御教示に

負うところが大きい。記して深謝したい。



次目

調査に至る経緯 ―一一……‐――………………………‐・…………i…………… (宮沢)

位 置 と
環 境

一

一

―

― ― ― ― ― ― ― 一 一 一 一 一 一 一

‐

― ― ― ― ― ― ― ―

―

― (″ )

Ⅲ  調   査 ― ― ― 一 ― ― 一 一
―
― ― 一 一 ― ― ― 一

―
―
一
一 ― ―

― … … … … … … … …

1.団原古填 ―――一―…………――――――――一一―一一‐(西尾と原田)

調査の概要 一――――――――――…………………………………十~- 7

第 1ト レンチ ー‐‐t―…―……‐……‐‐………‐――‐・‐‐一‐―一………Ⅲ  ………‐‐…‐――‐‐‐‐‐―

第 2ト レンチ ーーーーーーーーーーーー十一一 ― ―一―一―――一―――

第 3・ 4ト レンチ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー‐

小  結 ―――――一―十一――一―――――――一十一一一―――一

下黒田遺跡 ―一一――――――……………………………………… (蔦谷)

調査区の設定と遺跡の概要 一―――――一一一一――一………………

調査区の層序と検出遺構 工十~一~――――――――――十一一―一―

出土遺物 ―――十~~― ~――――――…………■.____――――――

ま と め

十

一 一 一 ― ― 一 一 ― ― ― 一 一 ―

‐

― ― ― 一 一 ― 一 一 ― ― ― ― ―

―

巻頭カラー

図  版

１

　
　
　
　
　
　
　
２

　
　
　
　
　
　
　
３

４

　

　

　

　

５

31

１

　

　

　

　

２

　

　

　

　

３

2.

4)



|

調 査 に至 る経 緯

古代出雲文化に係る史跡その他の文化財を総合的に保存し,活用を図るため,昭和47年に県立八

雲立つ風土記の丘を設置した。

以来,風土記の丘整備事業の一環として継続的に,風上記の丘地内の主要遺跡の発掘調査を実施

してきた。

しかし,岡 田山古墳出土大刀からの銘文発見や,荒神谷遺跡からの各種青銅器の出土など重要な

発見が相次いだため昭和60・ 61年度は, これらへの対応のため調査を中断せざるをえなかった。

これらへの対応が一段落した昭和62年度には再び調査を実施することになり四王寺跡の第 2次調

査を行った。

本年度は,宅地化が予想される下黒田遺跡と団原古墳について,遺跡の実態等を把握するための

調査を計画した。

第 1図 両遺跡の位置 (● 印)
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境環置位

下黒田遺跡は,島根県松江市大庭町下黒田に所在する遺跡で,標高20mほ どの通称団原丘陵上に

立地 しており,国道432号線と県道竹矢・八重垣線が交差する大庭十字路交差点の東南,市営大庭

第 1住宅を中心に広がっている。

団原古墳は,下黒田遺跡の東方約500mの松江市山代町団原に所在する古墳で,意宇平野を一望

する団原丘陵の東端に位置している。

意宇平野は,八東郡八雲村の天狗山に源を発する意宇川によって形成された沖積平野で,西の出

雲平野,東の安来平野には及ばないものの, この地域では有数な穀倉地帯のひとつである。この平

野の周辺には,縄文時代・弥生時代の遺跡も相当数知られているが,特に古墳時代中期・後期に造

築された出雲地域のなかでも著名な古墳群が密集している。平野の奥まった一帯には大庭鶏塚古墳

(方墳 。一辺約42m),山代二子塚古墳 (前方後方墳・復元全長約92m),山代方墳 (方墳 。一辺約45

m),永久宅裏古墳,東淵寺古墳 (前方後円墳・復元全長約60m),十王免横穴群,狐谷横穴群など

がある。平野東縁には,円頭大刀に「額田部臣……」の銘文が発見され全国的に著名になった岡田

山 1号墳をはじめ,団原古墳,岩屋後古墳,御崎山古墳 (前方後方墳・全長約40m)な どが分布し

ている。また,平野南側丘陵上には古天神古墳 (前方後方墳・全長約27m),東・西百塚山古墳群,

安部谷古墳群があり, さらに北側丘陵上には廻田古墳,中竹矢古墳,上竹矢古墳群などが営まれて

いる。

律令時代には, この平野の一角に国庁が設置され, この地域が政治上重要な位置を占めたことが

知られる。天平 5年 (733)に勘造された『出雲国風土記』によれば, このあたりに出雲国庁をは

じめ意宇郡家,意宇軍団,黒田駅,山代郷正倉などの公的施設が設置されていたという。また ,

「新造院」とされている私寺 2か所も山代郷内にあったことが記されている。意宇郡家,意宇軍団,

黒田駅などについては今のところ明確な遺構が検出されていないが,近年の発掘調査により出雲国

庁については六所神社周辺,山代郷正倉については大庭十字路付近が有力であるとの結論が得られ

ている。山代郷内に所在する「新造院」 2か所については,昭和59。 62年に発掘調査を実施した四

王寺跡と茶臼山北方に位置する来美廃寺をあてる説が最も多い。さらに,平野の北辺には天平13年

(741)の国分寺造営の詔により建立された出雲国分寺跡 。国分尼寺跡がある。このように,意宇

川下流平野は律令時代になると名実ともに出雲の中`心地となる。

以上,主要遺跡分布を概略記したように,意宇川下流平野一帯は古代出雲国を解明するに欠くこ

とのできない重要な遺跡密集地であるといえる。
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第 2図 周辺の主要遺跡分布図  ,25.000

1.団原古墳  2.下 黒田遺跡  3.四 王寺跡  4.来 美廃寺  5,出 雲国庁跡
6.出雲国分寺跡  7.出 雲国分尼寺跡  8.山 代郷肛倉跡  9,大 庭鶏塚  10.山代二子塚
11.山代方墳  12.永 久宅裏古墳  13.狐谷横穴群  14.十王免横穴群  15,東淵寺古墳
16.黒 田館跡  17.小無田遺跡  18.黒田畦土居遺跡  19.岡田山古墳群  20.岩屋後古墳
21.御崎山古墳  22.西百塚山古墳群  23.東百塚山古墳群  24.古天神古墳
25.大草岩舟古墳  26。 安部谷古墳群  27.廻田古墳  28.平所遺跡  29.上竹矢古墳群
30.才ノ峠遺跡  31.中竹矢遺跡  32.国分寺瓦窯跡  33.布 田遺跡

3.四王寺跡 (松江市山代町師王寺他 )

『出雲国風上記』所載の意宇郡山代郷の新造院の一つに比定されている寺院跡で,の ちに出雲国

造となった飯石郡の少領出雲臣弟山が造立 したと考えられている。昭和59・ 62年の調査で建物跡や

地山加工壇が検出され,寺院跡の可能性を裏付けた。

5.出雲国庁跡 (同 大草町 )

六所神社付近にあり,昭和43～45年 の調査により, 8世紀を中心とする重なり合った官衛遺構が

検出された。遺物は出雲国分寺・同国分寺と同型の瓦や,玉類の貢進を示す攻玉関係遺物,木簡な

どが出上 している。
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6.出雲国分寺跡 (同 竹矢町寺領)

昭和30・ 31年の石田茂作博士らの調査により金堂,講堂,僧房などの伽藍配置の大要が判明した。

さらに45。 46年の調査により南門,中門,金堂,講堂,僧房が一直線に配置され,塔は伽藍中枢部

から離れて独立するという,金堂ギ`b形の天平形式の伽藍配置であることが判明した。

3.山代郷正倉跡 (同 大庭町内屋敷他)

昭和53年からの 3か年の調査により,掘立柱建物跡26棟,搬列 3条などが検出され,昭和55年 12

月国の史跡に指定された。規格性に富む倉庫群を中心とするもので『出雲国風上記』所載の山代郷

正倉跡と考えられる。

9.大庭鶏塚 (同 大庭町茶臼)

一辺42m,総高10mの 2段築成の方墳で,二つの造りだしを伴っている。内部構造,出土遺物等

は不明である。

10.山代二子塚 (同 山代二子塚)

全長約90m,後方部幅56m, くびれ部幅33m,前方部先端の幅51m,後方部の高さ9m,前方部

の高さ6.5mを 測る。県内では最大規模の前方後方墳である。

19.岡田山古墳群 (同 大草町岡田)

7基からなる古墳群のうち 1号墳は,全長約24mの 3段築成の前方後方墳で,横穴式石室を主体

部とし,内部に組合式石棺がある。出土品の銀錯銘銀装円頭大刀から「各田【臣」 (額田部臣)と

いう銘文が発見され,部民制成立の時期や「臣」の姓の成立時期を究明するうえで貴重なものである。

20.岩屋後古墳 (同 大草町有)

水田の中にあるが,すでに墳形はほとんど削り取られ墳形は不明である。現状では東西約1lm,

南北約18mの不整形の墳丘の中に石棺式石室が露出している。現存するのは奥室のみで,幅3.3m,

奥行 2mの長方形である。人物埴輪が多数出上している。

21.御崎山古墳 (同 大草町御崎)

岩屋後古墳の南方200mの丘陵先端部に築かれた前方後方墳である。長さ約41m,後方部の幅約23

m,前方部の幅約17m,高 さは後方部約 3m,前方部約 2mを測る。内部構造は片袖形横穴式石室

で,奥行3.6m,幅 3m,高さ2.8mあ り石棺が2基置いてある。大刀類,馬具類などが出土してい

るが, とくに獅噛環頭大刀が注目される。

26.安部谷古墳群 (同 大草町井手ノ上他)

5か所に数穴ずつの横穴群があると思われる。 1号穴は複室構造で,前室奥行1.3m,幅 2n,

奥室奥行 2m,幅2.8m,高 さ1.3mあ る。前室の天丼は四注式妻入家形で,奥室は平入家形に加工

されている。 1号穴から4号穴にはいずれも有縁石床状のものが設けられている。
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査調

1.団 原 古 墳

2.下 黒 田 遺 跡





1.団 原 古 墳

1)調査の概要

今年度の発掘調査は松江市山代町団原266の吉野増男氏所有の畑地を対象とした。団原古墳の大

半が位置する畑地における発掘調査および現地測量調査に対して,了承が得られなかったため,大

正 7年の梅原末治報告にみられる団原古墳の石棺式石室が開口する西南方向に位置する吉野氏所有

の畑地において,古墳前面の様相を明らかにすることを目的として発掘調査に臨んだ。また,吉野

氏所有の畑地には角礫凝灰岩からなる石室の天丼石らしきものが放置されており,先の梅原報告で

は,団原古墳の石棺式石室のほかに石室が存在する可能性も指摘していたため,同様にこの天丼石

の実態を明らかにすることも調査目的として考えた。

以上の目的を踏まえ,天丼石の妻側に直交して2× 10mの範囲に第 1ト レンチを設定した。また,

石棺式石室が安置されていた台地頂部から約15m西南方向付近に第 2ト レンチ (8.5m× 3m),第

3ト レンチ (2× 2m),第 4ト レンチ (1.5X4.5m)の 3か所を設定した。

第 1ト レンチでは,天丼石の下部には石室に関する石材およびその残片は全くみられず,ま た,

天丼石の下部の堆積土は周辺の耕作土と何ら変わりなく, この天丼石は他から持ち運ばれたのち,

現在地に放置されたことが明らかとなった。そのため天丼石の周囲を掘り出し,実測作業を行ない,

団原古墳の石棺式石室との関連性を考えるうえでの記録とした。なお,第 1ト レンチでは耕作土中

より,石器・弥生土器・須恵器がわずかに出上している。

第 3ト レソナでは,地山が北側に向かって急激に立ち上がり,墳丘裾部の一部を検出できた。そ

の墳裾を下りた地点でわずかであるが,須恵器片が出土している。

第 3ト レンチでは墳丘のBIRllラ インが東西に伸びることが確認されたため, この墳丘ラインが,

どのように伸びていくかを確かめる必要が生じ,第 3ト レンチの西側に第 2ト レンチを設定して調

査を進めた。当初は2X3mの 範囲で掘り下げたが,墳裾と思われる地山の立ち上がりが確認され

ず,ま た,地山直上に須恵器片がかなりの広がりをもって出土したため, さらに東西に拡張し,最

終的に第 2ト レンチの範囲を8.5× 3mと した。東西に拡張することにより, トレンチ東側では地

山が東側に向かって急激に立ちあがる状況が確認でき,第 3ト レンチで東西に伸びていた墳裾のラ

インがここまでは南北に伸びることが明らかになった。また,墳丘裾部の前面において,子持壷 。

大甕・蓋杯などの須恵器の破片が地山直上に一面散布しており,第 2ト レンチの範囲で須恵器の広

がりをおさえきれることはなかったが,作物が存在したので,第 2ト レンチをさらに拡張すること

はできなかった。なお,耕作土中から石帯が出土したが,遺構に伴なうものではなく,今年度の発掘
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第 3図 発掘調査区配置図
調査をみても奈良時代以降の遺物は極めて少ないため,当該地に石帯が使用されていた時期の遺跡

が存在していた可能性は極めてうすいと考えられよう。

第 4ト レンチでは,耕作土下30～ 40calで地山に達し,第 3ト レンチで検出した地山の立ち上がり

ラインの延長線上でゆるやかな傾斜をもちながら墳頂部にむかって延びていた。

また,今回の発掘調査に絡めて,愛知県名古屋市の名古屋城に移築された石棺式石室の実見およ

び写真撮影, さらには石棺式石室が名古屋城内に移築されるに至った経過の聞き取り調査を行なっ

た。

以下では, これらの各事項について詳細に述べてみたい。
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第 4図 団原古墳周辺地形図
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2)第 1ト レンチ

遺 構

墳丘頂郡より東南方向へ30m隔れた畑地に, 1辺2.2～2.3mで,高さ0。 9mの凝灰岩質の切石が

露出しており,その性格を知るためにトレツチをその石に沿って設定した。大きさは2× 10mと し,

地表からlmの深さまで掘り下げた。

層序は上からクロボクと呼ばれる厚さ40～ 50C■lの耕作土,厚さ20CIllの黒禍色土層,20～30Cmの茶

禍色土層となり, さらにその下に黄禍色粘質の地山が存在する。表土は耕作によりかなり乱れてい

るものの,下層にある2層はほぼ水平であり,安定している。

遺構としてはピットが 2個検出されたのみである。この 2個 とも壁に接しており,一部しか掘れ

なかった。大きいピットは切石の東側 2mに 2分の 1程度現われている。現状では径96tXll以上でぅ

深さ30mを測る大形のもので,内部に黒褐色主が入る。出土品はなく,時期不明。小さいピットは

0             1m

第1ト レンチ天丼石実測図

-11-
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切石の西側に接 している。一

部分しか現われていないもの

の,一辺40cmの 方形を呈 し,

深さは20clnを測る。内部には

黒褐色土が入るが|,出土品は

ない。両者とも性格は不明で

ある。

切石は角礫凝灰岩であり,

表面の風化が著しい。天丼部

はやや丸味を帯びているもの

の,頂部の60 cm× 150Clnの 範

囲がやや平坦で,棟部と思わ

れる。また,下部が幅50～70

CInで垂直になり,本来は家形

四注に加工されていたものと

考ぇられる。一方,底部は平

坦となり,荒いノミ痕が多く

残る。この石は形状から横穴

式石室の天丼石と推定される。

なお, トレンチ内からはこれ

以外の大きな石は発見されず ,

さらに,耕作土中に置かれる

ことも考慮すると,後代に墳

丘より現在地へ移動されたも

のと考えられる。

刊

´

名

1

諄

=

尾

参

に

直

山

高

0              2m

第 6図 第 1ト レンチ遺構実測図
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遺 物

第 1ト レンチの遺物はすべて耕作土中より出土している。

第 7図・ 1は須恵器大甕口縁部片である。外面には中央に 3条の

凹線文と,その上部には2条の櫛描波状文,下部には 1条の櫛描波

状分がそれぞれ施されている。その色調・焼成 。調整から,おそら

く第2ト レンチ出上の須恵器大甕片 (第 14図 。1,写真図版 9・ 1)

と同一固体であると思える。第 7図・ 2は復元径7.5cmを 測る弥生

土器の底部片である。磨滅が著しいため,器面調整は不明である。 0       5cm

第1トレンチ出土遺物実測図このほかにも弥生土器と思われる土器片が数点出上しているが,い  第7図

ずれも磨滅が著しく,細片であったため,図化するまでには至らなかった。

3)第 2ト レンチ

遺 構

墳丘西側の墳裾を確認するために,墳頂部から20m西側にあるやや傾斜 した畑地へ 3× 8mの範

囲で トレンチを設定し,深さlm程掘り下げることとした。

この トレンチの層序は,上から厚さ20～30cmの耕作土,厚さ20～70cmの地山ブロック混りの禍色

土層,厚さ40cmの茶禍色土層となり, さらにその下層に黄褐色粘土質の地山が存在する。耕作土は

褐～暗褐色土層で, 2層に分かれる。東側のものは最近盛土した屯のである。次の黒褐色土層と茶

禍色土層との境は不整合で,凹凸が著しい。これは,土地所有者によると,長芋の耕作時に掘り起

して生じたものであるという。多くは lm以下の深さの落ち込みであり,地山まで達している。な

お,黒褐色土層内に地山ブロックが混じるのはこのためと考えられる。一方, トレンチ東側にはク

ロボクと呼ばれる厚さ約40cmの 暗禍色土層とその下に厚さ約20cmの地山ブロック混じりの暗褐色土

層がある。前者は盛土が流入した層で,後者は古墳築造時か,それに近い時期に堆積したもので,

多量の須恵器を伴う。地山面の多くは,ほぼ水平であるが, トレンチ東壁より西へ1.6mか ら急激

に立ちあがる。この地くは,周囲の地形からみて墳丘の西側墳裾の一部に当たると思われる。この線はほぼ

直線上で,南北方向に走ることより,墳形は方墳の可能性が強い。また, トレンチ北壁中央部西寄りで,よ地

山面が20m程高くなっており, この部分と墳丘との間は幅1.5印の濤状の凹地となっている。しかし, この

高まりは トレンチ内では認められず,凹地は尾根の鞍部のみに存在すると推定される。

なお, トレンチ内には10～20cmの大小さまざまなピット状の落ち込みが検出された。深さはまち

まちであり,底部は尖ったものが多い。この落ち込みは前述したように,耕作時に生じた穴と考え

られる。このことは完形品に近い子持壼の付近では検出されなかったことからも窺える。

トレンチ内からは須恵器が多量に発見されている。甕の破片は トレンチ内に一様に散布するが,

-13-
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子持壷や蓋杯の破片は墳裾付近に集中し

ている。以二 出土状況について記述する。

子持壺 (第10図 。1) 墳裾近 くの斜

面において, 口縁部を下にし,かつ,西

向きに横転 していた。親壷の口縁部から

体部にかけては押 し潰された状態で検出

され, 口縁部の破片と子重の 1個はその

周囲から発見された。

子持壺 (第 10図・ 2) 子壼を欠 く以

外はほぼ完形であり,墳裾から約 lm近

くで,地山より僅かに浮いた状態で出土

している。南北方向で,ほぼ水平になる。

なお,子重のうち 1個のみが親重付近で

出土 しているが,他は トレンチ内では発

見されなかった。

子持重 (第 11図・ 1) 口縁部から脚

部までの全容が知れるものであるが,多

くは破片として発見された。これらの破

片は トレンチ全域に散在 していた。

子持壺 (第 11図・ 2) 親壺の肩部以

下の形が知られる。ほとんどが破片となっ

ており,墳裾付近に集中している。

甕 (第 14図・ 2) ほとんどが破片と

なって出上 したが,ほぼ完形に近い状況

に復元できた。これらの破片は墳裾西側

にある完形に近い 2個の子持重の間より

出土 している。

甕 (第 14図・ 4)肩 部より胴部にか

けて遺存 している。破片の多くは トレソ

ナ中央より西寄 りにかけて散布 している。
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第 8図 第2ト レンチ北壁。東壁断面図
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遺 物

第 2ト レンチからは地山上面より約 5～ 10硼のレベルにおいて集中的に遺物の出土がみられた。

第10図・ 1(写真図版 5。 1)は須恵器子持重である。器高は54.Ocmを 測るが,脚端部が著しく

変形 しているため,成形時は約58Cm位 あったものだろう。親重には底がなく,円筒状の脚をもつが,

脚端部が変形 し,著 しく外反 している。親重の外面には縦方向の平行タタキの上から横方向の回転

ハケが施されており,内面には同心円文の当て具痕がみられる。この親重の肩部には 6個体の子壷

がみられ,いずれも底部を棒状の工具で穿子ししている。脚部には縦方向のケズリが施され,その下

半には横方向のハケおよびナデがみられる。また,脚部上半には三角形の透孔が 3か所に穿たれて

いる。

第10図 第 2ト レンチ出土子持壺実測図 (その 1)

今丸

-17-

20cm



第10図・ 2(巻頭写真図版)は器高62.Ocmを 測る須恵器子持壼である。親壷には底がなく,円筒

状の脚をもち,脚端部がやや外反する。親重の外面には縦方向の平行タタキ,内面には同心円文の

当て具痕がみられる。その肩部には子重が 6個体みられ,それぞれの底部は穿孔されているが,接

合前から穿孔されていたと思える。また,親重の中央部には子壷の中間の位置にそれぞれ 5か所の

三角形の透孔が穿たれている。この親董と脚部の境には貼り付け突帯の痕跡がみられるが,すべて

象1離している。脚には縦方向のあらいナデが施されており, 3等分する位置にそれぞれ 2条の沈線

が廻っている。この沈線を境にして上段と中段に長台形の透孔がそれぞれ 3か所に穿たれている。

第11図 。1(写真図版 5・ 2)はかなり変形しているが,復元高62.Oclnを測る須恵器の子持重である。

君
Wll ,1押

1

_‖叫 一一

トレンチ出土子持壺実測図にの2)
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親三には底がなく,裾広がりの脚をもっている。親壷の外面には縦方向の平行タタキの上から横方

向の回転ハケが施されており,内面には同心円文の当て具痕が残っている。親重の肩部には子重が

5個体みられ,最大径の部分には円形の透孔が4か所穿たれている。脚との境には貼り付け突帯が

みられ,脚中央部には2条の沈線がひかれている。脚の調整は部分的に平行タタキの上から横ナデ

や縦方向のあらいナデ痕がみられ,沈線の上方には三角形の透孔が3か所に穿孔されていたと思える。

第11図・ 2(写真図版 5・ 3)は須恵器子持壷であるが,親壷上半部が残存しておらず,焼成 。

色調・調整などからみて同一個体と思われる子重が 2個体出上している。親重の外面には縦方向の

平行タタキの上から横方向の回転ハケが施されており,内面には同心円文の当て具痕がみられる。

また,親壼の中央部には円形の透孔が穿たれているが,個数は明らかでない。残存している子重は

2個体とも底部を棒状工具で穿孔している。脚は裾広がりであり,中央部には 2条の沈線が施され

てる。脚には縦方向のあらいナデが施されているが, この沈線を境にして,上方には三角形の透孔

が 3か所,下方には部分的に横方向のミガキが施されている。

第12図・ 1は須恵器子持壷の親壺から脚にかけての破片である。その色調 。焼成・調整からみて

同 2・ 3いずれかと

同一個体であると思

える。親壷には底が

なく,脚外面には縦

方向のナデが施され

ている。また,その

下端には三角形の透

子との一部がみられる。

第12図 。3(写真

図版 5。 4)は 変形

しているが,須恵器

子持重の脚部片であ

る。脚中央部の外面

には縦方向のナデが

施され,下半部には

斜め方向のナデがみ

られる。脚上半部に

は三角形あるいは長

ヽ
、
、

　

　

　

．

′′」

′

^く

ミ
＼
＼

20cm

第12図 第2ト レンチ出土子持壺実測図 (その 3)
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台形の透孔が 3か所穿たれている。

第12図・ 2(写真図版 6・ 3)は須恵器子持壷の脚部片である。外面には維方向のナデが施され ,

下端に近い部分には斜め方向のヘラケズリ,端部付近にはヨコナデがみられる。

第12図・ 4(写真図版 6・ 4)は 須恵器子持壺であるが,破片で出土 しており,各部位ごとのみ

接合できた。焼成は軟質で赤禍色～黄禍色を呈している。脚中央部には 2本の沈線が施されており,

その上方には長方形の透孔が穿たれている。脚外面には,横ナデおよびハケが,内面にも横ナデが

施されている。

第13図・ 1～ 7は須恵器子持重の子壷である。 1(写真図版 7・ 1)は第12図・ 4と 同一個体の

可能性があり,焼成不良である。底部は棒状工具で穿孔 している。 5(写真図版 7・ 5)は底部に

穿孔がみられず,先の丸い工具で強く押 している。 7(写真図版 7・ 6)は底部が穿孔されておら

ず,棒状工具で底部を何度も押さえつけている。 8は土師質椀で底部から高台にかけて残存 してい

る。 9(写真図版 8。 1)は杯蓋で口径13.OCmを 測る。天丼部には回転ヘラケズリが施されており,

口縁部内面にはわずかであるが段がみられる。10(写真図版 8・ 2)は受け部計14,Oclnを 測る杯身で

トレンチ出土土器実測図
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ある。立ち上がりは内傾し,底部外面にはヘラ切りが施されている。11(写真図版 8・ 4)は口径14.5

CInを測る須恵器重形上器回縁部で頸部の中央に 1条の沈線,その上方に櫛描波状文が施されている。

12(写真図版 8・ 3)は 口径19Cmを測る須恵器変形土器口縁部である。13(写真図版 8。 6)は土師

質の甕形土器である。外面口縁部には強い横ナデが,ま た,体部にはナデが施されている。なお,

外面には煤が付着している。内面には横方向のヘラケズリが施されている。

第14図 。1(写真図版 9。 1)は 回径50CIBを測る須恵器甕形土器の口縁部片である。頸部下半に

2条,上半に3条の凹線がそれぞれみられ, これらの凹線を境にして 2条の櫛描波状文がそれぞれ

施されている。なお,第 1ト レンチからも同一個体と思われる破片が出土しており (第 7図。1),

八雲立つ風上記の丘資料館に保管されていた表採資料 2点に関しては今回の整理作業において本資

料と接合できた。第14図・ 2～ 5(写真図版 9・ 2～ 5)は須恵器甕形土器である。いずれも外面

には縦方向の平行タタキの上から横方向の回転ハケが施されており,内面には同心円文の当て具痕

が見られる。なお, 2の甕形土器の底部には焼成時に使用したと思える焼き台のくぼみが 3か所認

められる。

20cm

トレンチ出土土器実測図
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第 15図  第 2ト レンチ出土石帯 実測図
(ト ーン部分には研磨痕 が残 る)

4)第 3・ 4ト レンチ

遺 構

第 2ト レンチの南東側 3mの斜面に2× 2mの小さな トレンチを設定した。この層序は 2層で,

上層は厚さ95clllの耕作土,下層は厚さ20clllの茶禍色土層である。地山は北側に向かって急激に立ち

上がり,墳丘斜面の一部と考えられる。

第 3ト レンチの北側2.5mに 1.5× 4.5mの細長い第 4ト レンチを設定 した。ここは墳頂部の近 く

の斜面であり,厚さ25Cmの褐色を呈する耕作上下は直ちに地山となる。地山は南へ向かって緩かで

あるが,第 3ト レンチの北側40clnの部分より角度が急になり,傾斜変換点が認められる。

出土品としては第 3ト レンチ南端の禍色土層の状面より拳大の礫 3個 と子持器台の一部とみられ

る破片などが発見されている。この面は第 2ト レンチの暗禍色土層と対応すると推定され,古墳築

造時の表土である可能性が強い。

遺 物

第 3ト レンチからは,第 16図 (写真図版 9。 7)の上器が出土している。淡茶褐色を呈しており,

土師質とも軟質の須恵器ともとれる。口縁部外面中央

部には 3条の沈線が施され,内面には粘土の祭J離 した

痕跡が見られる。おそらく子持器台の口縁部で,内面

のHll離痕は子董の接合部であるう。また,第 3ト レン

チからは数点の須恵器片が出土している。

第 4ト レンチからは近 。現代の陶磁器のほかには遺

物の出土はみられない。

第15図 (写真区版 9・ 6)は耕

作土中より出土 した石帯である。

縦3.9cm, 横3.7cm,厚 さ0.7 Cmを

測る粗粒酸性火山岩を利用 してい

る。表面の大部分は剣離 している

が部分的に研磨痕が残っており,

その部分は黒色を呈 している。な

お,裏面の四隅には 4か所のかが

り孔がみられる。

トレンチ出土土器実測図
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第17図 第 3・ 4ト レンチ平面図及び断面図
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5)小  結

団原古墳に関して,大正 7年の梅原末治報告では,石棺式石室が西南方向に開口していたとされ

ているが,地元の人によれば,一様に南方向に開口していたという証言が得られる。今回の調査に

消いて,開田部の方向を明らかにするまでには至らなかったが,仮に西南方向に開口していたと想

定した場合,第 2・ 3ト レンチは羨道入口付近にあたり,第 3ト レンチの東西に伸びる墳裾のライ

ンが第 2ト レンチにみられるように北側にカーブして羨道部に続くという想定が成り立とう。また,

南方向に開口していたとした場合,第 3ト レソチで東西に伸びる墳裾のラインが第 2ト レンチで南

引ヒに延び,第 2ト レンチと第 3ト レンチの間に古墳の西南コーナーが存在することになる。石室の

開口付近の違いにより,第 2・ 3ト レンチにみられたような地形の改変に対する解釈が異なってく

るとともに,第 2ト レンチにみられる遺物をもとにした祭祀形態の評価にも異なりが生じてくる。

第 2ト レンチからは子持壷 7個体以上,須恵器甕形土器 6個以上が出土しており,古墳祭祀の一

端を解明する良好な資料に恵まれた。ここにおいて出土遺物のほとんどが子持壼や甕形土器である

点は興味深い事実であるうえ,なかでも完形 3個体を含む 7個体以上の子持壷が一度に出土したこ

とは,出雲地方において類例がなく,舌↓目すべき成果であった。なお, これらの遺物群と同じレベ

ルで出土した蓋杯・杯身は山本須恵器編年のⅢ期末～Ⅳ期初頭に属する屯のであり,古墳に関する

年代の指標となる資料になろう。

今後,新たに団原古墳の発掘調査が行なわれ,墳丘および羨道の様相が明らかになった場合,今

回の調査において明確にしえなかった第 2・ 3ト レンチが墳丘のどの地点にあたるか,あ るいは遺

物が墳丘のどの地点での祭祀に関わるものであるか,ひいて,よ石室がどの方向に開口していたかな

どの諸問題が確明されるであろう。

また,現在畑地に存在する天丼石に関して,名古屋城に移築された石棺式石室とは別の石室のも

のである可能性が梅原末治報告において指摘されていたが,第 1ト レンチの調査により, この天丼

石は畑の耕作土上に置かれており,他の石室が存在するという推測は否定される結果が得られた。

そこで名古屋城内に移築された石棺式石室に目を転じると,玄門両協羨道側壁をはめこむ浅い濤が

掘られている。その濤間の幅,つ まり羨道の幅は約90clBと なり, これに玄関側壁の板材約60cmと 同

じ厚さの板材を羨道側壁に使用 した場合,側壁の端から端までの幅は2.lmと なる。現在,畑に見

られる天丼石は2.2m× 2.3mを 狽1り ,2.lmに近い数値を示 している。そこで,団原古墳の付近に

このような角礫凝灰岩を石材として利用した石室の残存が全く認められない点からしても, この天

井石は名古屋城内に移築された石棺式石室の羨道の天丼石である可能性がきわめて高いと思える。

このほかにも,第 2ト レンチの耕作土中から石帯が 1点出土していることは注目すべきことであ

る。今年度調査区において奈良時代以降の遺構が検出されず,石帯の帰属時期が明らかにしえない
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ものの,意宇平野周辺の歴史を解明するうえで良好な資料が得られ,今回の発掘調査の目的の成果

とは別に,思いがけない撓倖に恵まれたといえよう。

ところで,団原古墳の主体部である石棺式石室 (第18図)は ,現在,愛知県名古屋市の名古屋城

内に置かれており,今回の発掘調査とともに名古屋城を訪れ,石棺式石室の写真撮影とこの石棺式

石室が名古屋城内に移築されるに至った経緯の聞きとり調査を行なった。

0                  2m

第18図  団原古墳石室実測図
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名古屋城管理事務所の説明によれば,その経緯は以下のとおりである。

昭和11年,長谷川祐之氏の先代,長谷川鐘二郎氏が,当時 3万円で購入したが,輸送の方法が

たたず,国鉄「馬潟」駅に半年ほど野ざらしで積まれていた。のちに国鉄の了承を得て,名古屋

まで運んできた。

鐘二郎氏の話によると,馬潟駅の南方 1里半ほどの崖から出土 し,付近には既に天然記念物に

指定された石室が 4基あったが,購入したものは‡旨定されてはいなかったようである。

名古屋駅からは牛車 2台を仕立てて,入事の中村寛之助邸へ運び込み,組み立てずに積んであっ

た。戦後,名古屋城に猿面茶席ができるときに森川勘一郎氏から名古屋城への寄附の依頼があり,

昭和24年 10月 に寄附した。中村寛之助邸からは米軍の トラックで運んで,天守閣の北の空き地の

中央に組み立てたが,奉行は勘一郎氏の子息,勇氏で一切を取 りしきられた。まだ,そ の頃は猿

面茶席は基礎工事中であり,の ちに隣接する空き地に天守閣の礎石を置 く時に現在地に移動させ

られたものである。

以上の如 く,団原古墳の石棺式石室が名古屋城内に移築されるに至った経緯が明らかになったが,

石棺式石室の床石がみられない点や,大正 7年の梅原末治報告では前室の側壁がみられる点など,

他にも石材が存在する可能性が残るが,その所在は明らかでない。ただ,名古屋城管理事務所の話

によると,東海銀行寮からすべて運んだかどうかは明らかでないし,名古屋城に持ち込んだ際も点々

とされており,他の石材が名古屋城に残されている可能性も残るようである。

註

(1)梅原末治「出雲に於ける特殊古墳 (上)」 (『考古学雑誌』第 9巻第 3号  1918年 )

(2)山本 清『山陰古墳文化の研究』 1971年

(3)註(1)には羨道の北西壁付近に「天丼石―落ちて残れり」と別の羨道天丼石の存在を指摘しており,
今回,調査の対象とした天丼石を同様に羨道の天丼石としたなら,羨道の天丼石は複数存在してい
たことになる。

(4)名 古屋市北区大蔵町 2番地在住の郷土鬼家水谷盛光氏が,寄贈者である名古屋市中区栄 3丁目2
-29在住の古美術商長谷川祐之氏より聞き取り調査を行ったものである。

15)「長宜堂」経営。昭和63年 8月 死去。

(6)古美術商。昭和20年に52歳で死去。

(7)現在の東松江駅。

(8)現在の名古屋市瑞穂区陽明の東海銀行寮内の「暮雨庵」付近にあたる。

(9)昭和55年に93歳で死去。文部省文化財審議委員,愛知県文化財専門委員を歴任。昭和42・ 43年に
名古屋市へ美術工芸品188点を寄贈し,森川コレクションと称される。
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2.下 黒 田 遺 跡

1)調査区の設定と遺跡の概要

発掘調査地は,松江市大庭町44-2で,字名は内屋敷,土地所有者は今井福三氏である。婆地は,

国道342号線と県道八重垣・竹矢線が交差する通称大庭十字路に近 く,周囲を市営大庭住宅や一般

住宅に囲まれた畑地で,標高は約21.5mを測る。調査は,土地の状況に合わせて任意の座標軸を設

けて実施し, これによって遺構の検出および遺物の取り上げを行ったが,同時に基準点測量を行い

国土調査法による第Ⅲ座標系における位置を確認した (第19図 )。 調査の方針は,遺構の遺存状況

の把握とその性格の一端を知ることにし,検出した遺構は必ずしも完掘しないこととした。

下黒田遺跡は,松江市大庭町字下黒田に所在し,1986年の市営大庭第一住宅建替工事に伴う事前

調査 (以下 ,86松江市調査という。)によ督
'ぞ
藉筆愁

)れ

たものである (島根県遺跡地図番号D-16)。

この調査では,原始・古代から中,近世に至る多くの遺構・遺物が発見されたが,なかでも注目さ

れたのは規格性に富む大規模な掘立柱建物跡群と大濤遺構が確認されたことであった。それらは,

こ、?遺跡の北,約100mの と

ころに位置する史跡出雲国山

代郷正倉跡との関連で極めて

注意されており,一連の古代

官衝跡としての性格が考えら

れている。今回の調査地点は,

その際検出された大濤遺構陸

橋部のほぼ真北,10数mのと

ころに当たっていた。調査面

積は,当初約200ポ を予定 し

たが,諸般の事情により結果

はその半分の103ポで終了 し

ス
=。

2)調 査区の層序と

検出遺構

調査区は,南側が僅かに低

くなっているが, ほぼ平坦な

任意のy軸の方向は,第Ⅱ座標系X(N)軸 に対して
10° 38′西に偏っている。

第19図 調査区設定図
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畑地で,全面に互って①黒褐色の耕作上で覆われていた。その下位の層序は,基本的に,②準耕作

土と考えられる淡黒褐色土層,③やや粘性のある茶褐色土層 (調査終了間際の上壌分析時には, こ

れをさらに2層に分けた。)と なっており, これより下は,一部の試掘によると,④,③に比べて

粘性が少なく黄斑状を呈した黄褐色土層,⑤粘性を増した黄色土層の順となっていた。そのほかで

注意されたのは,調査区の北東部のみに②と③の間に③黒色土層が確認された。また,調査区の南

側は,近年に掘削を受けたらしく,層序に相当の乱れを生じていた。遺構検出面は,おおむね③層

であったが,セ クションを観察すると,②層中にも柱穴を思わせるような落ち込みが見られ,あ る

いはこの層にも後述する電構以外のものが存在した可能性が考えられる。

今回,発掘調査区域内で検出した遺構は,掘立柱建物跡3,濤状遺構 1,柱穴の可能性がある小

ピット約30である (第20図 )。

SB01 調査区の東端で確認 した遺構で,長辺116Cm,短辺101 Cmを 測る隅丸長方形を呈した柱穴

の掘 り形である。中央には,径45CIn程の,柱の抜き取り痕が明瞭に認められた。x-20ラ インのセ

クション (北端)を観察中に掘り下げたところでは,その深さは39cmで あった。僅か一穴の検出で

はあるが,調査範囲の状況からすると,掘立柱建物跡の北西隅の柱穴であることが分かり, この建

物跡の桁行なり梁間はこれより南および東方向にあることが明らかである。また, これより東側に

向かってtよ′b心から170Cm掘 り拡げても次の柱穴掘り方が現れなかったことから, この建物跡の柱

間は少なくとも220clll以上はあるものと見られ, このような柱間寸法は86松江市調査のSB05(2.96

m),あ るいtユ正倉跡SB13(2.82m)に近いものがある。また, これが国土座標系における位置は,

X-62925.27,Y83868,98で あり,86松江市調査のSB01と SB02の 西側側柱を結ぶラインのほぼ延

長線上にあることが注意される。因に,前記SB01,02,05は同じ主軸方位を示す建物跡である。

SB02 調査区の中央やや南寄 りで検出した 1間四方 (柱間寸法1.85� )の建物遺構と考えられ

るもので,南北を基準にすると主軸方位はN-16° 一Wを測る。柱穴は不整形の円形で,深 さは平

均26CIllを測り,Pa以外は礫石を伴っていることが注意される。遺物は出土していない。

SB03 調査区の西南隅で確認した掘立柱建物跡で,東西 3間分 (4.55m),南北 l FH3分 (1.88～ 2.00

m)を検出したが,西または南に向かっては柱間が加わる可能性がある。柱間寸法は,東西間は1.50

mと 等間隔であるが,南北間は西側に向かって僅かに広がる傾向がある。東西北辺の柱間を基準に

すると,主軸方位はW-11° 一Sである。柱穴からは遺物は出土していないが, この地点の耕作土

中から土師質土器片 2点を検出していること,およびその方位などから,中 ,近世の建物遺構と考

えられる。

SD01 調査区の北東端で検出した濤状遺構で,確認 したのは長さ約 6mは どの範囲である。東

西方向に走り,お よそW-5° 一Sの向きにあって僅かに南に振れている。サブトレンチの結果では ,
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茶褐色土 I(色調皓く、やや粘性あり)
茶掲色土Π(色調淡く、やや粘性あり)
黄褐色土 (粘性が少なく、黄斑状になる)
黄色土 (粘性あり)
黒色土

淡黒色土

暗茶褐色土

茶黄掲色土

黒色土
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黄掲色粘質土
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黄掲色土 (大粒黄色ブロック多合)
黒茶掲色土

黒色土 (炭化物含む)
黒褐色土 (責色小ブロック含む)
青灰色土

褐色土 (大粒黄色ブロック多含)
黄色土 (柔かい)

茶褐色土 (小粒黄色カ ック少量含む)
黒茶褐色土 (小粒黄色カ ック多く含む。

一部サビ色を呈す)

,

第20図 調査区検出遺構実測図 (1/80)

ぶ ヽ基準線は、すべて標高22.100mで ある。
▲印は、石器出土地点を表わす(詳細は第21図参照)。

0                             5m
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上端幅71CIn,下端幅60CIn,深 さ13Clnあ まりのものである。

遺物は出土していないが, この遺構の方位をみると,86

松江市調査のSD01・ 02と ,約24.5mの 距離をおいては

ぼ平行関係にあると言ってよく,両者の関連性が注目さ
註(1),⑮
れる。

3)出土遺物

本調査で出上した遺物には,石器,弥生土器,須恵器 ,

土師質土器,陶磁器,金属製品などがある (第22～24図 )。

石器 調査区の北東部で検出した石核および象1片から

なる資料で,その数は大小あわせて約40点である。その

うち25点は,③層の上位において第21図のように取り上

げることができた (他の大半は,ほぼ同一地点の②層中

から検出した)。 また, これまでの整理では, これらか

ら4組の接合関係を知ることができた。資料Iを例にと

ると, この石器の製作過程は,原石の表皮 (自然面)が

祭Jぎ取られたあと,祭J片の崇J離がほぼ同一方向 (第22図

A面)か ら縦長状に連続的に行われていることが分かる。

ただし, このように明らかに意図的な象J離ではあるが,

象」片の中には石器の成品と見られるものはない。また,

少なくとも資料 Iの象1片は, この石材に固有の不規則に

走る節理のためか,綺麗な剣離面を示しているとは言え

ず,肉厚も一定せず,大割りな感さえすることから,果

してこの原石から目的とするall片 がその意に添うように

崇1離 しえたかどうか,ま た最終的にうまくそのものが生

産されたかどうか,はっきりしないところがある。石器

となった石材は,主に茶禍色を呈した玉髄質のもので,

中には比較的透明度が高く馬璃質に近いものがある。こ

のような色調や自然面の残り具合などからすると, ここ

には少なくとも4ないしは 5個の原石とされた玉髄礫が

存在したものと思われる。地質学上,玉髄・馬職は主に

玉湯町から八雲村一帯にかけて広く分布する第 3紀大森
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第21図 石器出土状況図
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累層中から産出するものとされることから, この玉髄は産地から当地に人為的に運び込まれて来て,

石器製作に用いられたものと考えるのが妥当である。また,玉髄・巧璃は,いわゆる玉作りの原材

料として注意される石質のものであるが,その製作過程で生ずる象J片とは質・量ともに異なるもの

であることなどを考え合わせると, これらの一括出土遺物は旧石器である可能性が極めて高い。

弥生土器 SD01の直上に近い黒色土層から出土したもので,小片だが, 口縁部が短く「 く」の

字に屈曲し,端部には複合口縁化がみられる。焼成は良好で,淡赤禍色を呈し,内面顕部以下にケ

ズリが認められ (第 24図 4),弥生時代後期の屯のと考えられる。大庭 。山代台地での弥生土器の

検出は,81年県が調査 した黒田畦土居第Ⅲ調査区出上の,竪穴式住居跡に伴う後期の高芥形土器に

次ぐものであり,今後この時代の遺構・遺物についても十分に注意される必要がある。

須恵器 1は,調査区北東部の黒色土層から出土した蓋の破片である。復元径18.3cmを 測り,調

整は回転ナデのみ確認できる。焼成は良好で,青灰色を呈する。内面に返りのつくもので,頂部に

は宝珠または輪状つまみがつくものと見られる (同図 1)。 出雲国庁須恵器編年第 1形式に比定で

きる。 2は ,高台付きの外の底部破片で,底径9,OCHlを測 り,淡青灰色を呈し,焼成がやや甘い。

高台は「ハ」の字状に開く (同図 2)。 おおむね 1と 同じころのものではないかと思われる。

土師質土器 SB03付近の耕作土中から出土した皿形土器の破片で, ロクロ成形でつくられ,底

部に回転糸切り痕が認められる。焼成は良好で肌色を呈す (同図 3)。 中・近世のものと考えられる。

金属製品 調査区北東側の淡黒褐色土中から出土した長さ4.2cm,高 さ1.8cm,基部径0。 7CInを 測

るキセルの雁首部である。先端部は断面円形であるが,軸部は六角形状になっている点が特徴であ

る (同図 5)。 近世のものかと思われる。
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5

~~そアゝ
4

10cm

4)ま  と め

今回の発掘調査は,調査面積が極めて限られてい

たため充分なことtよ言えないが,おおよそ次の二つ

の点で大きな成果があったと言える。一つは,僅か

一穴ではあるが,相当規模を有する掘立柱建物跡の

柱穴痕 (SB01)が 検出されたこと。これは,周囲

で確認されている古代官衛跡のそれとの類似性が極

めて強 く,史跡出雲国山代郷正倉跡および86松江市

調査分の掘立柱建物跡群との関連性が注目される。

とりわけ,その位置が両者を南北に大きく画すると

みられる大濤遺構の北側,そ れも市SB01・ 02の建

物跡の西側側柱ラインのほぼ延長線上に確認出来た
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ことは, この建物跡が大濤の北側に位置しながら南側の建物跡との規則的な配置が示唆されるもの

であり,両者が大濤遺構によって単純に区分されるというよりも,む しろ両者はあるいは性格を異

にしながらも互いに企画性をもちながら計画的に配置された可能性があるものとして今後十分に検

討される必要があろう。この一連の古代官衛跡の実態と性格を究明するために,今後さらにこの地

区の調査が計画的で,かつ継続的に進められなければならないと考えられる。

いま一つは,旧石器と考えられる石器の出土であるが, これについては詳細な検討を加えた上で

調査時に行った出土地点の上壌分析の結果報告とも併せて改めて報告することとし,お よそ今の時

点で言い得る本資料の発見の意義とこれをめぐる幾つかの課題を記してこの概報のまとめとしたい。

出上した石器は,硬質の玉髄を用いた旧石器である可能性が極めて高く, しかも接合資料を含み

つつ,その出土状態が把握できたという点において,その製作技法や石器ブロック
・
などを知るうえ

で極めて注目すべき考古資料を得たと言える。このような例は島根県では初めてである。

出雲地方の旧石器時代研究はこれまで,1970年代のはじめごろに婆地方にも同時代文化が存在し

たとして走りが見えたかにみられたが,その非科学性ゆえに地質学および考古学の両面から厳しく

批判され,その後は新たな進展をみることなく今日に至っている。その主な理由の一つは,明確に

旧石器と呼ぶべきものがこれまでに発見されていないことによるものであるが,′真に科学的にその

存在の可能性について言及しようとしたものは,僅かに一論考に過ぎなかったと言ってよく,そ う

した意味においても本資料が今後この分野の学術研究に与える影響は大きなものがあると言えよう。

ところで,今 日この地方においても各種の開発事業に伴って発掘調査が数多く行われているが,

結果として旧石器の可能性が極めて高いと考えられる石器が,近時僅かずつではあるが知られるよ

うになってきている。松江市古曽志町の古曽志平廻田遺跡,同市上乃木町の矢の原遺跡,同市大庭

町の下黒田遺跡 (86松江市調査)な どの出土遺物がそれであるが,特に後者二遺跡の立地に注目す

ると,山代・大庭から乃木にかけてひろがるいわゆる乃木段丘にあることが注意され, しかもその

石材は玉髄であることがあわせて注意される。とりわけ下黒田遺跡は,松江市およびこのたびの二

度の調査によって,あ る広がりをもつ遺跡であることが強く示唆されるものである。このことから

すると,大庭・山代 。乃木の台地上は,今後旧石器時代遺物の包含地域として,つ まりは同時代人

の生活の舞台であった可能性の極めて高いところとして十分に注意される必要があろう。

こうしてみてくると,大庭・山代の台地は,従来主に知られているような古墳・奈良時代の遺跡

ばかりではなく,お よそすべての時代の人々の生活の痕が刻まれたところとして改めて注目される。

しかしながら, このことと同時にこうした重層的な遺跡の調査は,遺構・遺物を包含する地層が浅

いこともあって,その検出が時代が下るに従って容易でないことも指摘できよう。この困難を克服

するためには,地域の理解と協力を得ながら目的的で組織的な調査を継続的に行うことが何より望
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まれる。それは当地域の トータルな歴史像を描 くうえで必要不可欠な作業であるばかりでなく,近

時この辺 リー帯が各種開発によって急激に変貌 しつつあることを考えると,い ま緊急に取 り組むベ

き重要な課題であると考えられる。

最後に, この下黒田遺跡周辺は従来から歴史的な遺産が豊富に眠るところとして知られ,私達が

風上記の丘地内と呼ぶ地域の一部であり,近年とみにその計画的な調査が強 く求められている箇所

である。県立八雲立つ風土記の丘資料館は, この地内に上記の点を目的の一つとして1972年 に設立

されたが,今 日ではその機能が十分に発揮されていないと言ってよい。このことは既に指摘されて

いるところでもあり, この発見を機に改めて見直 したいものである。風上記の丘資料館は,地域と

共に歩む博物館として再出発しなければならない時期に来ていると言える。

註

(1)こ のことは図面を示して言及すべきものであるが, ここでは主に松江市教委撮影の航空写真など
から検討している。なお,文献⑮は山代郷正倉跡と下黒田遺跡の位置関係を把えた労作であるが,
本文及び図中の方位の表記等に誤りがあると教えられた。担当者昌子寛光氏の真摯な態度に感謝し

た い 。

(2)文献⑦に研究史が簡潔にまとめられている。
(3)古曽志平廻田遺跡は87年県調査,未公表。丹羽野裕氏の教示による。矢の原遺跡は88年松江市調
査,未公表。昌子寛光氏の教示による。下黒田遺跡は,その出上遺物が文献⑮に一部公表されてい
る。昌子氏の教示による。

(4)文献⑭は, タイトルが示すように主に同資料館の収蔵展示について問題点を明らかにしその改善
素案を提示したものであるが,なかで「資料館設立時の趣旨に比し,現実の収蔵展示活動は十分で
はない」との指摘がある。充実した収蔵展示活動は,不断の「資料の調査・研究・蒐集」によるこ
とは論をまたないであろう。
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団原古墳近景 (東方から)

第 1ト レン鶏 掘状況 (南西方から)



図版 2

第 1ト レンチ石室天丼石検出状況 (北西方から)

第 2ト レンチ遺物検出状況 (西方から)
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図版 3

第 2ト レンチ子持壺出土状況 (南方から)

第 2ト レンチ子持壺出土状況 (南方から)



図版 4
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第 3トレンチ完掘状況 (北西方から)
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第 4ト レンチ完掘状況 (南方から)
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図版 5

3

第2ト レンチ出土の子持壺



図版 6

4

第 2ト レンチ出上の子持壺



5

第 2ト レンチ出上の子持壺



図版 8

3

第 2ト レンチ出土の土器



図版 9

第 2ト レンチ出上の土器

第2ト レンチ出上の石帯 第3ト レンチ出上の土器



図版 10

史跡出雲国山代郷正倉跡と下黒田遺跡 (○印が今回調査地点)
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下黒田遺跡と今回調査地点 (東 から)



調査区南側遺構検出状況
(F衛から)

調査区北東側遺構検出状況

(F衛から)

SB03検出状況 (東から)



図版 12

SD 01と 土層の状況

(南西から)

SB 01検出状況

石器出土付近の上層観察 (北から)



石器出土状況 (西から)

同上部分 (北から)

同上部分 (南から)



石器接合資料 I～ Ⅳ
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